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　　　　　　教科書の本文を参考にして、次の文章の空欄にあてはまる語句を考えよう。[image: 挿絵, プレート が含まれている画像

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
① 18歳からの社会保障
●高校生も社会保障制度とかかわっている。「被扶養者」としての（　　　　　　　　）とのかかわりがあり、アルバイトをすれば（　　　　　　　　）の対象となる可能性がある。
●高校卒業後に働き始めると社会保険に加入することになるし、進学をする場合でも、20歳になったら（　　　　　　　　）に加入する。学生で保険料を払うのが難しい場合、（　　　　　　　　　　）の制度がある。
② ライフステージごとの制度
●ライフステージごとの制度としては、例えば子育ての経済的な負担を軽減するために、子どもが18歳になる年度までが対象の（　　　　　　　　）がある。子育て関連では他にも、出産にかかわる負担を軽減する出産育児一時金や出産手当金、働く親のための育児休業制度などがある。
●40歳になったら（　　　　　　　　）に加入し、65歳（原則）になると（　　　　　　　　）の支給が始まる。75歳になったら（　　　　　　　　　　　　　）の対象となる。
③ 困ったときに申請できる制度
●大学や専門学校の費用が心配な場合には、（　　　　　　　　　　　　　　　　）が設けられている。また、働き始めると（　　　　　　　　）に加入し、退職したときは（　　　　　　　　）を受給することができる。
●これらの制度は、申請することで初めて受給できるしくみであり、（　　　　　　　　）とよばれる。
④ 安心して暮らせる社会に向けて
●日本の社会保障制度は、（　　　　　　　　　）にもとづいて整備・拡充されている、社会全体で助け合うためのしくみである、

[image: 挿絵, 時計 が含まれている画像

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]　　　　　　自分が現在、どのように社会保障制度と関わっているか考えてみよう。
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]　　　　　　社会保障制度を利用する申請が難しい人への支援のあり方を検討してみよう。
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